










































では日本文化の中に大拙が捉えた「至誠」 、 「禅定」 、 「智慧」を検討する。
一、大拙の比較する「宗教」と「道徳」
大拙が青年たちに「精進」と「至誠」の生き方を奨励したことについて









された「宗教経験の事実」の中でも、 「六波羅蜜をその表面から見ると、只の道徳品目のようにも見えるが、その何れもが宗教意識 完成した姿である時、其の中に何等の努力の跡を認めなくなる」と述べ、 「道徳的生活には何となく強張った を認めざる 得ぬが 宗教的生活にはそんなものが見えぬ」 、 「道徳は悲劇 生むが、宗教はいつも喜劇で『めでたし、めでたし』である というよう
に（４）
、 「宗教」と「道徳」を対比的に捉えなが












在は恵まれていてもその不利益が年老いる頃に現われるだろう。しかしそこで後悔しても遅 。その背後には、子弟たちの次のような生き方があった。まず、小さい のを充分に使用するという節制 精神がないことである。大拙は「一本の鉛筆」という例
下（６）
、それを使い尽くす節制の精神が
なければ、それは「至誠」が足りないことだと戒める。また、子弟たちに対して、何か物事に着手して、最初は張りきっていても、一旦不利の状況になると自暴自棄になってしまうことを、 「忍耐」が足りないと指摘する。このことを、 「執着なしと云えば云うものの その実は薄志弱行」と表現し（７）
、 「忍辱」の徳を述べていることが分かる。また、一度始めたことについ
て、それが終わるまで手をひ ないという「精進」 徳について述べ おり、それができない 最終的に自身に不利益があると説く。人 自然は怠けようとする傾向にあることを指摘し、青年たちを戒めている
ここまでに、 「至誠」 、 「忍辱」 、 「精進」 いうキーワードが現れた。さ
らに大拙の論述を追うと、次に「内省」の必要性が指摘されている。特に経済的・社会的に恵まれた暮らし 中では 内省」 足りなくなう。その理由として、自分の欲望と外界の抵抗がないからと説明する。そこで、ことさ 「反省」する機会を失ってしまう環境 置かれるというわけである 「必ずしも哲学者 宗教者ならずとも、自分の力によりて反省し、思考し 冥想して、而 自ら会得したる人生観及び宇宙観なくては、その人の存在に何等の意義をも見出し ぬこ となるべ 」と厳しく指摘してお
り（８）
、 「反省」の習慣ほど人間に必要なものはないと捉えてい
る。この「内省」 、 「反省」とは心を見つめることであり、 「六波羅蜜」におけ 「禅定」によって培われるといえよう。
子弟に対するこの論の中で、大拙は「六波羅蜜」を構成する六つの術語
を使わないが、その内容 は「忍辱」 、 「精進」 、 「禅定」の徳が示される。大拙はこの中で、 「古来の思想に新しき衣裳を着けさしたるに過ぎず」というように、古来の思想をなるべく近代の言葉によって表現し直しただけのものであると言う。 「六波羅蜜」の中の「布施」や「持戒」に関してはここには特に対応する内容がなく、それとは別に「至誠」の徳について述べられていた。生き 目的、大拙によれば「めあて」を持つことは、様々な誘惑に対して身を保ち、誘惑に抵抗して打ち破る力があると評価される徳である。さらに、自分の生きる所以につい の考えを「固く執り、如何なる障礙 り、如何なる誘惑ありても決して此の志は奪うべからずと云うほどの勢」を持つ必要性を説いてお
り（９）
、これは「精進」の徳を述べたもの


























分を焼き、他を焼き 万物 焼き 天地を焼くのである 厳しく述べ 禅が青年の修養にどこまで有益かというと、禅が彼らを自立させるところ、例えば、他人の資本をあてにし 、それで金儲けをしようとす ようなことをさせないといった事例を挙げる。また、他人の説を並べるのではく、自分の頭を使って自分の考え 立て に貢献すると述べる。
禅を修めることを一生の大事業であると指摘し、禅を修するために欠く
べからざる性格 して、 「信仰」 「真面目」 「意志の強固」 、 「禅的欲求」 、「禅的趣味」を挙げる。ここで第一に挙げた「信仰」は人を「真面目」にすると捉えている。この「真面目」は「六波羅蜜」の「至誠」に対応させることができるであろう。 「真面目」と 、 「信」すなわち「信仰」が修道の上、行動の上に現われたも いるこ から 至誠」 背後













































































































な見解を っていた。禅を戦争に加担させるのではなく、 「日本精神」「道徳」を一つのまとまりと見て、 「禅」と「宗教」をもう一つのまとまりとして捉えていたことが分かる。さらに「精進」が「衝動」の発展であってはならず、 「安心」を根拠として「主人公」と って生きていくことあると大拙が捉えていたことが分かる。
三、日本文化における「至誠」 、 「禅定」 、 「智慧」
第二節では、青年に対する大拙の「精進」と「至誠」の奨励について































、 「至誠」 、 「禅定」 、 「智慧」の徳目の観点から明らかに































































































































































































成人に向かって成熟していく段階におい 、特に「精進」 「至誠」 強
調されたものであり、第三節で考察した日本文化の中では「至誠」 、 「禅定」 、 「智慧」が強調されていたことを考え合わせると、本稿で考察した範囲においては、大拙は、 「戒」よりも「定」や「慧」に人間形成における重点を置いていたと言える。本稿で考察し 文献は限られたもの あるため、それ以外の大拙の著作を通して、大拙自身の生き方が全体をとおして「戒」よりも「定」や「慧」に重点を置くものであったのか、 「戒」 、 「定」 、「慧」の三つあるいは、 六波羅蜜」の六つの徳は、人間 成熟の段階とともに重点を変えていくべきものと大拙は捉えていたのかについて、今後考察することを課題としたい。
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コレクション』 、一八〇～一八六頁。 「京都時代」 （一九二一～一九三〇年）について、同書は、大拙が師の釈宗演（一八六〇～一九一九）の滅後、大谷 学に招聘されたことを受け学習院を辞し、京都に移った時期であり、仏教者の現代的役割に言及する内容が目立ち 「妻のビアトリスらとともに英語の仏教雑誌『イースタン・ブッディスト』（E
astern B
uddhist ）を発行し、精力的に海外に向けて仏教に関する論














































































the direct expressions of the hum
an soul　
とあ




































ne in the M
any and the M
any in the O
ne　
とあるのを（同書、 三十八頁） 、 訳者は「多即一、 一即多」と訳している。
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とあるのを（同
書、二二八頁） 、訳者は「宇宙的無意識」と訳している。
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